
　
　
　
編
集
後
記

　
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
紀
要
『
東
洋
学
研
究
』
第
六
十
号
を
お
届
け
す
る
。
本
号

は
渡
辺
章
悟
博
士
記
念
号
で
あ
る
。
こ
こ
に
渡
辺
先
生
の
教
授
職
御
退
職
に
際
し
、
研

究
業
績
を
称
え
、
長
年
の
御
尽
力
に
感
謝
し
た
い
。
本
号
に
は
二
十
八
本
の
論
文
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
本
号
は
和
文
紀
要
第
六
十
号
と
い
う
節
目
の
号
に
あ

た
り
、
巻
末
に
五
十
九
号
ま
で
の
総
目
次
を
掲
載
し
た
。
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

　
本
号
の
研
究
所
活
動
報
告
に
は
、
二
件
の
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
を
掲
載
し

た
。

　
一
． 「
西
洋
思
想
の
受
容
と
日
本
思
想
の
展
開 

│
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
と
明
治
期
以
後

│
」

　
二
． 「
外
国
人
研
究
者
と
の
連
携
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
歴
史
と
思
想
の
解
明
」

研
究
成
果
刊
行
物
と
し
て
、
二
．
に
つ
い
て
は
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
第
十
一

号
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
冊
子
体
で
の
刊
行
の
他
、
内
容
は
本
学
の
学
術
情
報
リ
ポ
ジ

ト
リ
に
掲
載
さ
れ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　
本
年
度
よ
り
研
究
所
長
の
任
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
今
年
度
も
対
面
で
の
研
究
発
表
会
や
講
演
会
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
定
例
の

研
究
発
表
例
会
や
公
開
講
演
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
の
リ
モ
ー

ト
開
催
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
内
外
多
く
の
先
生
方
や
一
般
の
方
々
が
参
会

さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
研
究
所
の

ス
タ
ッ
フ
、
発
表
さ
れ
た
先
生
方
、
参
会
者
の
皆
様
に
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

　
次
年
度
の
研
究
発
表
例
会
や
公
開
講
演
会
は
対
面
で
の
開
催
を
視
野
に
入
れ
て
準
備

を
進
め
、
ま
た
、
研
究
所
の
共
同
研
究
の
推
進
な
ど
、
一
層
活
発
な
研
究
所
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
。
読
者
諸
氏
の
忌
憚
な
き
御
意
見
と
御
教
示
を
お
願
い
申
し
あ
げ

る
。 

（
所
長

　
記
）

　
「
東
洋
学
研
究
」
第
六
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発
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発
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東
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学
研
究
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京
都
文
京
区
白
山
五
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八
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電
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〇
三（
三
九
四
五
）七
四
八
三

　
　
　
　
　
　
　
製

　
作

　
株
式
会
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洋
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八
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三
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